






































称ヲ授與スヘシ〉 （ 「版籍奉還の実施に関する三職会議 決議」 『華族制度資料集』 ）と公卿や諸侯たちの処置にまで言及がなされる。そして、同年六月十七日に版籍奉還 行われ、 〈公卿諸侯之称被廃改テ華族ト可称〉 （ 「華族設置の達」『華族制度資料集』 ）という通達がなされ、ここに華族という新しい階級が生まれることとなった。　
三職会議においての新たな特権階級の名称は「貴族」であるが、版籍奉還が行われた際に「華族」という名称が新
たに付けられている。 「華族」という名称に決定されるまでには、 「貴族」の他にも「勲家」 「公族」 「卿家」などの候補が挙げられたが、最終的に「華族」という言葉が選ばれることになった 「華族」という言葉は、もとは公卿の家柄にあたる清華家の別称であり、高貴な家柄を指す美称でもあったが、なぜ「華族」という言葉が選定されたのかについては、小田部雄次氏によれば記録がないために不明とされてい 。　
華族が設置される以前から、華族に等級をつけることはすでに議論されていた。先述の三職会議においても〈九等









度は撤廃され、公家や藩主たちは五爵に振り分けられ 華族」という新しい特権階級が誕生す ことになった。五爵 分類については下の表の通りである。　
この明治十七年七月に定められた「叙爵内規」 よれば、家柄や
役職ごとに細かい爵位の別 ある一方で、 「国家に偉勲、 勲功ある者」という記述がある。明治維新時において天皇に対し偉勲、勲功あった者もまた「勲功華族」と て、旧公家や旧大名家のよう 爵位を与えられたのである。 具体的な人物を挙げれば、 長州 山県有朋 （伯爵）や薩摩の黒田清隆（伯爵）などが挙げられる。　
前述したように、 「無憂華夫人」では△△松平家よりも家格が下





























































子爵である工藤邦男は、華族という身分でありな ら、エレベーターガールであ 元木綾子 恋愛感情を抱いてい
る。しかし、邦男は父親が所属し い 「研究会」 古参の華族議員水町老子 から、別の女性との見合い話を薦められてしまう。　
作品中で、水町老子爵は、 〈 「貴君が将来研究会へ入つて、政治的に活躍するとなれば、こんないゝ後援者はないだ
ろうし」 〉 （ 「生活の虹」 ）と、実業家の娘との見合い話の利 を語っている。では、その「研究会」とは一体どういう組織であったのだろうか。　
すでに述べたように、貴族院では、公爵・侯爵が終身議員である一方で、伯爵・子爵・男爵については七年ごとの
互選によって選ばれていた。そのため 議員たちはその選挙に向け、議員同士の横の繋がりを結ぶ必要があっ 。そんな中で生まれたのがこの「研究会」という組織であ 。
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　「研究会」は、第一回の貴族院選挙が行われた明治二十三年に、子爵たちによって結成された「子爵会」という団体が元になっている。それが「木曜会」や「同志会」といった名称の変遷を経て、最終的には明治二十四年十一月に






後になって始めて中根老人から、若江家が多くの銀行から借金をしているという家計難の現状 知る。中根老人は借金の理由とし 〈 「第一は十五銀行の破綻、第二は政治の御運動……第三は相場」 〉 （ 「生活の虹」 ）と語っている。ここでは「華族世襲財産法」と「華族 」と謳われ 第十五国立銀行につい 解説する。　
明治九年八月、明治政府は「金禄公債証書発行条例」を公布した。これにより、華族・士族に与えられていた家禄
や賞典禄はすべて公債証書に切り替えられることとな た。このいわゆる「秩禄処分」の背景には、当時 政府の逼迫した財政がある。華士 たち 対する家禄や賞典禄は、国 財政 歳入 三 一にも占め もので 政府にとっては大きな負担になっていたのである。　
秩禄処分で国家財政への負担は緩和されたものの、債券所有者となった華族のなかには、債券を元手に慣れない事



































を盡したが微力如何ともしがたく資金の點に十分ならざ 状態に立ち至つたので二十一日より向ふ三週間帳簿整理ため臨時休業する事となつた誠に年來の顧客先 對しては相濟まぬ事と唯だ恐縮の外はない〉 （ 「台銀の余波を受け、十五銀行休業す」 「東京朝日新聞／朝刊／昭和二年四月二十一日」 ）　
この第十五国立銀行の休業発表は、大手他銀行 取付け騒ぎを引き起こす。








しでも抑えようと動いた。しかし、なかには華族であることを担保に後払いの株を購入した華族も多かった。こうした後払いの株、つまり未払込株を所持する華族 、銀行の休業を受けたうえ、後払いするはずだった未払込金まで支払わなければならなくな 、経済的に大きな打撃を受ける。これが本章の冒頭に引用した中根老人の〈新株の方の未払込の徴収でひどい目に会いました〉という台詞の裏 あった背景である。　
またちなみに、菊池自身も第十五国立銀行とは浅からぬ関わりがある。菊池は第一高等学校時代、下級生のマント



















































邦男に譲って る。襲 が爵位を持った当人の死によって行われたわけではないこと 「改正華族令」の第九条を参照することでわか　
こうして見ると、菊池は通俗小説の世界に華族を登場させる際には、その華族制度に対し非常に厳密な姿勢を取っ
ていることがわかる。この「生活の虹」における子爵という肩書きの使い分けや、 「勝敗」での「改正華族令」 引用、中根老人から語られ 「華族世襲財産法」 ど、物語の展開を裏付ける華族制度 存在は、その通俗小説の世界にリアリティを与えている。○華族の特権︱華族の描き分け　
ここまで「華族の成立」から「貴族院と貴族院議員」 「華族 襲財産法と第十五国立銀行」 「族称と襲爵の問題」に
ついて、各項目に分けて 制度を見てきたわけだが、 「華族の成立」以外 三つの要素は、 の特権としての面をも持ち合わせている。　
酒巻芳男は『華族制度の研究─在りし日の華族制度─』のなかで、欧米の貴族制 比べ日本の華族制の下において
は、華族が持ち得る特権に〈比較的特権の大なるものはない〉としつつも「貴族院議員となる権利」や、 「 地位を襲爵する権利」などを挙げている。加え 、酒巻は〈一の重大な特典〉として「華族の族称を受ける」ことを指
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摘している。先述したように華族の族称を受けるということは華族の肩書きを持つことを意味する。つまり、華族たちにとっ は、 「華族」であるということがなによりの特権であったわけである。それを表すように、菊池の通俗小説には、特権階級としてのイメージを体現したかのような華族が、女性を誘惑する役割を振られて登場　「新女性鑑」に登場する華族、棚橋伯爵は〈スマートな高貴な顔立で、眸がある威厳を以て、かがやいていた。 〉 （ 「新女性鑑」 ）と描写され、その身なりでヒロインを誘惑する。こうした洗練され 華族のイメージは、その他にも「新珠」の堀田義輔子爵や「美しき鷹」の華族、真庭英三らの姿 上にも重ね こと きる。そんな華族 前にした女たちは、彼らに好意のまなざしを向ける。作品中で〈彼女の目ざす相手は、第一に金持 なければならなかった。第二には、華族でなければなら かった。 〉 （ 新女性鑑」 ）と語られるように、その好意の視線には、 という肩書きへの憧憬と羨望が多分 含まれている。作品中の女性たちは華族の肩書きがあ から そ惑わされていくのであ 。そこには、 「華族」という族称を持つことが華族の特権であっ 当時の背景がそのまま現れて るといっていいだろう。　しかし、こうした華やかなイメージを備えた華族を描く一方で菊池は、今回取り上げた「無憂華夫人」 「勝敗」 「生
活の虹」のように、特権階級であるからこそ翻弄される華族たちをも描いている。菊池は「無憂華夫人」の かで、華族であるがゆえに自分の愛する人と結婚でき い主人公・松平康貞 て〈華族 云つ 特別な階級 在 ため、目に見えない鉄の束縛を受けてゐるかと思ふと、康貞 無念 のために、身体が震へて来る だつた 〉と語らせている。菊池は華族を単なる特権階級の人間 してのみ描 てはいない。その筆致 、華族令などの法律にまで行き届き、その特権的性質ゆえに しまう いう、華族たちの別の面をも描いてみせている である。
53　菊池寛・通俗小説を通して見る華族制度
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